
福祉の仕事の全体像 

ひとことに「福祉の仕事」といっても、さまざまな分野があり、職種や関係する資格も多様です。 

福祉の世界では、さまざまな専門職が仕事をしていますが、これらの専門職は連携し互いに協力しながら福祉を必要とする人の暮らしを支えています。 

分  野 概  要 職  種 
（名称は施設事業所によって異なります） 

職  場 資  格 

介護の仕事 

病気や障害により、日常生活を送るのに支障の

ある方の介護を行います。 

在宅生活を送る利用者については、家事援助や

その家族に対して介護に関する指導・助言も行

います。 

・介護職員（ケアワーカー・生活支

援員・介助員） 

・訪問介護員（ホームヘルパー） 

主に高齢者関係や障害者関係の

施設・事業所。 

 

特別養護老人ホーム、介護老人

保健施設、グループホーム、デ

イサービスセンター、訪問介護

事業所、障害福祉サービス事業

など 

○介護福祉士 

○実務者研修 修了 

※3年以上の実務経験者が介護福祉士国家試験を受験する際、受講が義務づけ

られている研修（平成27年度試験から）。 

※介護職員基礎研修、訪問介護員養成研修（ホームヘルパー1級課程）は、平

成25年から「実務者研修」と一本化されました。 

○介護職員初任者研修 修了 

※訪問介護員養成研修（ホームヘルパー2級課程）は、平成25年度から「介

護職員初任者研修」と位置づけられました。 

保育の仕事 

子どもたちの保育・ケアを行い、子どもの健や

かな育ちを支える仕事です。また、子どもに基

本的な生活習慣を身につけさせること、遊びや

体験を通じ、社会性を身につけさせることを支

援します。 

 

・保育士 児童分野の施設・事業所 

 

保育所、乳児院、児童養護施設、 

障害児施設など 

○保育士 

相談・援助・調整の仕事 

サービス利用者の相談に応じ、助言・援助を行

います。福祉に関する情報を提供すること、関

係機関と連携し、調整を図ることも大切な仕事

です。 

 

・生活相談員 

・生活指導員 

・ソーシャルワーカー 

・職業指導員 

・就労支援員 

・福祉事務所職員（行政福祉担当者） 

・福祉活動専門員 

ほとんどすべての分野の事業

所・施設・相談機関 

職業指導員や就労支援員は障害

者の就労移行支援・就労継続支

援事業所 

福祉活動専門員は社会福祉協議

会 

○社会福祉士 

○精神保健福祉士 

○社会福祉主事任用資格 

 

 

 

・児童指導員 児童福祉施設 ○児童指導員任用資格 

・介護支援専門員（ケアマネジャー） 居宅介護支援事業所、介護保険

施設 

○介護支援専門員（ケアマネジャー） 

保健・医療の仕事 

サービス利用者の健康面のケアを行います。看

護職は利用者の日常の健康管理や衛生管理、医

療的なケアを行います。 

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士などは身

体の障害の機能回復を図るリハビリテーション

を行います。 

 

・看護職（看護師・保健師） ほとんどすべての分野の事業

所・施設 

訪問看護ステーション 

○看護師 

○保健師 

・理学療法士（ＰＴ） 

・作業療法士（ＯＴ） 

・言語聴覚士（ＳＴ） 

・視能訓練士 

一部の社会福祉施設、介護老人

保健施設、介護療養型医療施設、

訪問リハビリステーションなど 

○理学療法士（ＰＴ） 

○作業療法士（ＯＴ） 

○言語聴覚士（ＳＴ） 

○視能訓練士 

栄養・調理の仕事 

利用者の健康の基本である「食事」を支える役

割を果たします。利用者の健康を保持・増進す

るため、栄養面に配慮し、安心・安全な食を提

供します。 

 

・栄養士 

・調理員 

ほとんどすべての分野の事業

所・施設 

○管理栄養士 

○栄養士 

○調理師 

運営・管理の仕事 

施設や事業所を、事務、経理、人事管理などの

形で支えます。施設長は事業所の運営管理の仕

事を行います。 

 

・事務職員 

・施設長 

ほとんどすべての分野の事業

所・施設 

 




